
ル
ー
ル
の
徹
底
と
教
師
の
発
問
力
が
授
業
を
充
実
さ
せ
る

　

10
月
号
の
特
集
は
、
時
宜
を
得
た
記
事
で
訴
求
力

が
あ
り
、
国
語
・
数
学
・
生
物
の
実
践
事
例
も
具
体

的
で
参
考
に
な
っ
た
。
中
で
も
、
三
重
県
・
私
立
鈴

鹿
中
学
・
高
校
の
岩
佐
純
巨
先
生
の
「
グ
ル
ー
プ
学

習
の
ル
ー
ル
」
の
徹
底
は
、
充
実
し
た
グ
ル
ー
プ
学

習
を
行
う
た
め
に
欠
か
せ
な
い
視
点
だ
と
感
じ
た
。

ま
た
、
長
野
県
屋
代
高
校
・
附
属
中
学
校
の
「
教
師

が
発
問
の
レ
ベ
ル
を
間
違
え
る
と
、
生
徒
が
途
端
に

話
さ
な
く
な
る
」
と
い
う
駒
井
健
吾
先
生
の
言
葉
に

共
感
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

型
授
業
に
限
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
授
業
形
態
に
お
い

て
も
当
て
は
ま
る
と
感
じ
た
。

教
師
の
的
確
な
仕
掛
け
が
、
生
徒
を
や
る
気
に
さ
せ
る

　

10
月
号
の
「
ハ
ー
ト
を
こ
が
せ
！
」
の
埼
玉
県
立

川
越
工
業
高
校
の
電
車
を
自
作
す
る
活
動
を
見
て
、

教
師
に
よ
る
生
徒
へ
の
的
確
な
仕
掛
け
が
、
生
徒
を

や
る
気
に
さ
せ
、
充
実
し
た
教
育
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
だ
と
感
じ
た
。
改
め
て
、
教
師
の
質
の
高
い
意

図
的
な
取
り
組
み
の
重
要
性
を
認
識
し
た
。

志
望
理
由
書
を
通
し
て
、
自
身
の
考
え
を
深
め
て
ほ
し
い

　

10
月
号
「
新
課
程　

指
導
最
前
線
」
の
岩
手
県
立

盛
岡
北
高
校
の
記
事
で
、「
そ
の
職
業
に
就
き
た
い
と

思
っ
た
『
き
っ
か
け
』
を
、
志
望
理
由
と
勘
違
い
し

て
い
る
」
と
い
う
小
田
島
淑
人
先
生
の
言
葉
に
納
得

し
た
。
本
校
で
も
志
望
理
由
書
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
、「
職
業
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
社
会
に
貢
献

し
た
い
の
か
、
自
己
実
現
を
図
り
た
い
の
か
」
と
い

う
部
分
を
生
徒
に
も
っ
と
考
え
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
。

教
師
の
熱
意
あ
る
指
導
が
生
徒
を
変
え
る

　

10
月
号
「
指
導
変
革
の
軌
跡
」
の
青
森
県
立
む
つ

工
業
高
校
の
記
事
を
読
み
、
不
本
意
入
学
の
生
徒
が

高
校
時
代
で
変
わ
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
の
は
、
教

師
団
が
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
い
と
難
し
い
と

感
じ
た
。
ま
た
、
マ
ナ
ト
レ
な
ど
を
活
用
し
た
学
び

直
し
の
成
果
も
あ
っ
て
国
公
立
大
の
合
格
者
が
出
て

い
る
こ
と
は
、
進
路
多
様
校
に
と
っ
て
大
い
に
励
み

に
な
る
と
思
う
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
に
多
く
の
課
題

　

10
月
号
の
「
半
歩
未
来
を
考
え
る
教
育
オ
ピ
ニ
オ

ン
」
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
狙
い
と
ポ
イ
ン
ト

を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
あ
り
、
参
考
に
な
っ
た
。

「
学
校
関
係
者
は
、『
学
力
』
を
学
校
教
育
法
に
基
づ

い
て
認
識
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
『
学
力
』
を
生

徒
に
身
に
付
け
さ
せ
る
か
を
考
え
、
議
論
し
、
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
通
り

だ
と
思
う
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

学
校
の
組
織
や
運
営
の
見
直
し
、
評
価
の
あ
り
方
の

再
考
、
教
師
の
意
識
改
革
な
ど
、
数
多
く
の
課
題
の

解
決
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

﹇
福
井
県
立
若
狭
高
校
・
中
森
一
郎
﹈

﹇
福
島
県
立
安
積
黎
明
高
校
・
森
下
陽
一
郎
﹈

﹇
広
島
県
・
広
島
市
立
沼
田
高
校
・
正
木
勝
治
﹈

﹇
静
岡
県
・
沼
津
市
立
沼
津
高
校
・
谷
野
公
彦
﹈

﹇
沖
縄
県
・
匿
名
希
望
﹈

じ
ゅ
ん
き
ょ

お

だ
し
ま
よ
し
と

あ
さ
か
れ
い
め
い

や　
し
ろ

わ
か　

さ
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V o l u m e  6

◎今回の特集の座談会取材を通し
て、アクティブ・ラーニング（ＡＬ）
型授業では教師による場づくりや発
問が、生徒個々の思考を活性化・

深化させる上で極めて重要だと分かりました。私
の高校時代のＡＬ型授業を振り返ると、「グルー
プになって話し合いなさい」と言われたものの、
リーダーシップのある生徒の意見に流されてしまう
ことがよくありました。あらかじめ話し合いのルー
ルを設定しておくことで、そのような問題は解決
でき、更に、これからの社会で求められるファシリ
テート力を生徒にも育むことが出来るという点は、
今回の座談会で得た大きな気付きでした。（廣田）

5

教
師
川
柳

滋
賀
県
立
守
山
中
学
・
高
校
・
北
村
和
士

『VIEW21』高校版は
ウェブサイトでも
ご覧いただけます！
本誌の最新号、及びバックナンバーは、
ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
で公開しております。誌面の PDF や「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
図版もダウンロードできます。ぜひご活
用ください。

詳しくは

VIEW21　高校版 検索

http://berd.benesse.jp/magazine/kou/

56December  2015

http://berd.benesse.jp/magazine/kou/



